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●お問い合わせ先
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 Tel. 0138-21-3463
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も
う
一
つ
の
「
碧
血
碑
」

　

函
館
市
谷
地
頭
町
の
函
館
山
山
腹
に
建
つ
「
碧
血
碑
」
は
旧
幕
府
脱
走
軍
の
戦
死
者
を

祭
る
慰
霊
碑
で
、
1
8
7
5
（
明
治
8
）
年
に
生
き
残
っ
た
旧
幕
府
脱
走
軍
兵
ら
や
同
志

に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。
碧
血
の
意
味
は
中
国
の
故
事
に
あ
る
「
義
に
殉
じ
た
武
人
の
血
は

死
後
3
年
を
経
て
碧
玉
と
化
す
」
か
ら
取
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
碧
血
碑
は
も
う
一
つ
、
厚
沢
部
町
稲
倉
に
現
存
す
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
官

軍
も
賊
軍
も
な
い
悲
し
み
の
碑
で
あ
る
。

　

1
8
6
8
（
慶
応
4
年
、
9
月
に
明
治
と
改
元
）
年
8
月
、
松
前
藩
内
で
正
義
隊
に
よ

る
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、
政
権
が
変
動
し
た
の
を
機
に
、
厚
沢
部
に
新
城
の
建
設
が
始

ま
っ
た
。
本
丸
を
中
心
に
柵
を
回
し
表
門
、
北
門
を
つ
け
た
だ
け
の
新
城
・
館
城
が
で
き

た
の
は
10
月
20
日
。

　

と
こ
ろ
が
皮
肉
に
も
こ
の
日
、
榎
本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
脱
走
軍
艦
隊
が
鷲
ノ
木
か
ら

上
陸
し
た
。
五
稜
郭
を
奪
っ
た
旧
幕
府
脱
走
軍
は
捕
虜
の
松
前
藩
士
を
使
者
に
立
て
、
松

前
に
「
共
存
」
を
伝
え
た
。
だ
が
松
前
藩
は
使
者
を
斬
り
捨
て
た
。
激
怒
し
た
榎
本
は
松

前
攻
撃
を
命
じ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
城
は
落
ち
た
。

　

藩
主
の
徳
広
は
い
ち
早
く
新
城
の
館
に
逃
れ
た
が
、
旧
幕
府
脱
走
軍
は
す
か
さ
ず
館
へ

向
か
い
、
厚
沢
部
の
鶉
と
稲
倉
石
で
激
戦
に
な
り
、
両
軍
多
く
の
死
者
を
出
し
た
。
そ
の

挙
げ
句
、
館
城
は
落
城
し
た
。
藩
主
ら
は
熊
石
ま
で
逃
れ
、
そ
こ
か
ら
船
で
津
軽
へ
落
ち

延
び
た
が
、
藩
主
は
喀
血
死
。
側
近
は
自
害
と
偽
り
の
書
面
を
新
政
府
に
提
出
し
て
体
面

を
保
っ
た
。

　

鶉
山
道
を
開
い
た
厚
沢
部
の
麓
長
吉
は
、
付
近
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
死
体
を
、
敵
も

味
方
も
な
く
一
か
所
に
ま
と
め
て
合
葬
し
た
。
松
前
藩
士
の
末
裔
が
碧
血
碑
を
建
て
、
改

め
て
こ
こ
に
埋
葬
し
た
の
は
1
9
1
9
（
大
正
8
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

姥神大神宮

227鴎島

開陽丸

追分会館 江差町役場

江差署

JR江差駅

新地町繁華街

「開陽丸」は徳川幕府がオランダに
発注した機帆走軍艦。1867（慶応
3）年に日本へ到着。翌1868（明
治元）年、榎本率いる旧幕府脱走
軍が江差攻撃のため進んだが、暴
風のため江差沖で座礁、沈没した。
1975（昭和50）年から始まった引
き揚げ作業によって発掘された遺
物は3万3000点近くに達し、それ
らは日本初の海底遺跡に登録され
た。1990（平成2）年、江差町に
実物大の開陽丸が再現され、さま
ざまな資料や遺物が補完･展示さ
れている（2004年の台風18号の影
響により現在は休艦中・2005年3
月現在）。


